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《史跡の新指定》 ９件 

 

１ 長者山官衙
ちょうじゃやまかんが

遺跡
い せ き

及
およ

び常陸
ひ た ち

国
のくに

海道
かいどう

跡
あと

【茨城県日立市】 

日立市北部の洪積台地東端，標高２０～２５ｍに立地する奈良時代から平安時代にかけ

ての官衙遺跡である。遺跡の東側の低地には，「目
め

島
しま

」などの小字名があることから『常陸
ひ た ち

国
のくに

風土記
ふ ど き

』に記され，弘仁３年（８１２）１０月２８日に廃止された「藻
め

島
しまの

駅
うま

家
や

」が存

在する可能性が指摘されてきた。日立市教育委員会による発掘調査により，幅５．５～６．

７ｍ（一部が最大１６．５ｍ以上に拡幅）の古代官道と考えられる道路跡に東接して，溝

で区画された東西１３４～１６５ｍ，南北１１０～１１６ｍの範囲の中から，８世紀中葉

から１０世紀代の掘立柱建物群と礎石建物群が見つかった。８世紀中葉から９世紀中葉の

施設は１２棟の掘立柱建物からなる。これらの建物はコの字型に配置されていると考えら

れ，中には同一位置で１～２回の建て替えが認められるものもある。一方，９世紀中葉以

降の施設は，倉庫と考えられる８棟の礎石建物からなる。前者の施設は施設の立地や藻島

駅家の存続時期が合致することから藻島駅家跡の可能性が考えられ，後者の施設は多珂郡

正倉別院の可能性が考えられる。 

長者山官衙遺跡は交通と密接に関わる官衙遺跡であり，常陸国北部における駅路とその

周辺施設の変遷を示すだけでなく，古代国家の交通政策を知る上でも重要である。 

 

２ 簗瀬二子塚古墳
や な せ ふ た ご づ か こ ふ ん

【群馬県安中市】 

碓氷川左岸の河岸段丘縁辺部に築造された，古墳時代後期前葉の前方後円墳である。墳

長８０ｍで二段築成をなし，周囲には盾形の周濠・周堤・外周濠が巡り，古墳の全長は１

３０ｍに及ぶ。墳丘には葺石が施され，平坦面及び墳頂部には埴輪が設置される。 

埋葬施設は後円部に築造された横穴式石室で，玄室長４．０７ｍ，玄室幅２．３２ｍ，

羨道長７．４７ｍ，羨道幅０．９５ｍ，全長１１．５４ｍである。羨道入り口側から階段

状に２段下がって玄室に至る構造をなす。石室の大部分は川原石を用いて積み上げており，

内面にはベンガラとみられる赤色顔料が塗布される。 

明治１２年（１８７９）の発掘により出土したとされる副葬品として，玉類，垂飾付耳

飾，金銅製耳環，石製模造品，鉄刀，鉄鏃，小札，馬具，須恵器がある。埴輪には円筒埴

輪，朝顔形埴輪，盾形埴輪などがある。 

簗瀬二子塚古墳は関東における最古段階の横穴式石室をもつ大型前方後円墳であり，そ
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の築造に続いて群馬県域で広く横穴式石室が導入されるようになるなど，新たな埋葬施設

と葬送方式の東日本への展開を考える上で重要な古墳である。 

 

３ 新津油田金津鉱場跡
に い つ ゆ で ん か な づ こ う じ ょ う あ と

【新潟県新潟市】 

明治７年（１８７４）から平成８年（１９９６）まで操業が継続した，近現代の石油の

採掘・精製に関わる施設である。鉱場跡は新潟市中心部の南方約１５㎞に広がる新津
に い つ

丘 陵
きゅうりょう

の一角に所在する。同丘陵一帯では江戸時代既に採油事業が行われていたが，幕末に名主

職と採油業を受け継いだ中野
な か の

貫一
かんいち

（弘化３年＜１８４６＞～昭和３年＜１９２８＞）が，

日本坑法
にほんこうほう

に基づく採掘権を得て採油を始めた。当初は手掘りであったが，その後，上総
か ず さ

掘

り，綱式
つなしき

機械
き か い

掘りを採用して事業を軌道に乗せた。明治４０年（１９０７）頃，ポンピン

グパワー方式を導入して採油事業を拡大し，日本
にっぽん

石油
せ き ゆ

・宝田
ほうでん

石油
せ き ゆ

といった大手企業に次ぐ

産油規模となった。鉱場跡には，上総掘り井戸，機械掘り井戸といった油井遺構をはじめ，

採油の動力源であるポンピングパワー（大正７年）及び上屋
う わ や

（大正９年）が現存する。そ

のほか，動力を伝える継
けい

転機
て ん き

，集油所
しゅうゆしょ

（明治４０年頃），送油所
そうゆしょ

（大正６年），各種タンク，

加熱
か ね つ

炉
ろ

（昭和４３年頃），濾過
ろ か

池
ち

，旧木工所
きゅうもっこうしょ

（大正１３年頃）等が残る。我が国を代表す

る新津油田の一翼を担い，約１２０年間操業を継続した施設であり，採油から精製までの

一連のシステムが良好に残る。我が国近代のエネルギー産業の発展を知る上で重要である。 

 

４ 宇治
う じ

古墳群
こふんぐん

【京都府宇治市】 

西を宇治川，東を醍醐山地によって画された宇治川右岸域に築造された５基の古墳から

なる古墳群である。 

古墳群の築造は径４６．５ｍの円墳である観音山古墳に始まる。続いて中期前葉に径４

０ｍの円墳である二子山古墳北墳が築造される。３基の埋葬施設から銅鏡，鉄製武器や農

工具などの豊富な副葬品が出土している。中期後葉には東西３４ｍ，南北３０ｍの円墳で

ある二子山古墳南墳が築造される。埋葬施設から銅鏡，鉄製武器，馬具，農工具などが出

土している。二子山古墳南墳に続いて径３０ｍの円墳である瓦塚古墳が築造される。埋葬

施設は礫槨と木棺直葬である。後期前葉には墳長１１２ｍで，二重の周濠を持つ前方後円

墳である二子塚古墳が築造される。埋葬施設は横穴式石室である。 

このように宇治古墳群では観音山古墳から瓦塚古墳という継続的な円墳の築造の後，突

如として当該時期南山城地域最大の前方後円墳の二子塚古墳が築造される。これは，ヤマ

ト政権中枢に近い南山城地域において，地域内での古墳の展開とより広域的な政治的動向
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の両者を示す貴重な事例であり，古墳時代の政治的動向を知る上で重要である。 

 

５ 板東俘虜収容所跡
ば ん ど う ふ り ょ し ゅ う よ う し ょ あ と

【徳島県鳴門市】 

第一次世界大戦中，ドイツとの戦争に伴い発生したドイツ兵俘虜（俘虜とは現在の捕虜

のこと）を収容した施設であり，徳島県北東部の鳴門市内西部，阿讃
あ さ ん

山地
さ ん ち

南麓の南側に開

けた扇状地上に位置する。大正６年（１９１７）４月の開所から大正９年（１９２０）４

月の閉所まで約３年間，最大１千名余の捕虜を収容した。所内には，日本側の管理棟，将

校用及び下士官以下の兵舎（「廠舎
しょうしゃ

」），浴室・調理場・便所・病院・製パン所等のほか，

捕虜自身が建築した施設も多数存在した。日本側は，ハーグ陸戦条約に則り，捕虜に対し

て人道的に対応し，管理者の運営方針もあって，スポーツや音楽，演劇，講演会等が活発

に行われた。捕虜製作品の展示・販売や，地域における橋の建設，地域住民と行った生産

活動や文化活動等を通じ，捕虜と周辺住民との間に交流も芽生えた。平成１９～２３年度

に鳴門市教育委員会が廠舎や製パン所等の発掘調査を実施し，収容所の遺構が良好に残る

ことを確認した。捕虜の文化的活動等を物語る資料も豊富に残る。第一次世界大戦に関す

る遺跡として希少なものであるとともに，交戦国間における文化交流を象徴する遺跡とし

て重要である。 

 

６ 朝倉須恵器窯跡
あ さ く ら す え き か ま あ と

 

小隈窯跡
こ ぐ ま か ま あ と

 

山隈窯跡
や ま ぐ ま か ま あ と

 

【福岡県朝倉郡筑前町】 

小隈窯跡，山隈窯跡，八並
やつなみ

窯跡から構成される初期須恵器窯である。我が国の須恵器生

産開始期において一元的な生産供給元と想定されていた大阪府の陶邑
すえむら

窯跡群の操業開始期

に近い時期の，代表的須恵器窯として知られる。これまで，旧夜須町教育委員会，九州大

学，筑前町教育委員会による発掘調査が行われてきた。小隈窯跡では，半地下式構造の窯

跡７基，住居跡１基，工房跡２基，不明遺構１基，土坑２基等を検出した。山隈窯跡では

４基の窯跡の存在が知られており，その周囲約８００㎡の磁気探査・発掘調査によって，

窯に伴う溝状遺構や灰原が確認され，窯跡の範囲が確定した。出土遺物より，古墳時代中

期前葉から中葉（５世紀前半）にかけての加耶系初期須恵器生産から，中期後葉（５世紀

後半）の陶邑系須恵器生産に移行する実態が明らかとなった。須恵器生産をいち早く開始
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し，全国的な須恵器の定型化の影響を受けつつも新たな窯や工房を構築しつつ，九州北部

の中核的須恵器窯としての役割を果たしたことが判明した。朝倉須恵器窯跡は，初期須恵

器を供給する代表的須恵器窯の一つとして須恵器生産開始期の実態を示すとともに，その

後，陶邑系須恵器生産を受容し定型化していく過程を一遺跡で知ることができる。朝鮮半

島との交流を含め，我が国における須恵器の受容と展開を考える上で極めて重要な遺跡で

ある。 

 

７ 筑豊炭田遺跡群
ち く ほ う た ん で ん い せ き ぐ ん

 

三井田川鉱業所伊田坑跡
み つ い た が わ こ う ぎ ょ う し ょ い た こ う あ と

 

目尾炭坑跡
し ゃか の お た ん こう あ と

 

旧筑
きゅうちく

豊
ほう

石炭
せきたん

鉱業
こうぎょう

組合
くみあい

直方
のおがた

会議所
かいぎしょ

及
およ

び救護
きゅうご

練習所
れんしゅうじょ

模擬
も ぎ

坑道
こうどう

 

【福岡県田川市・飯塚市・直方市】 

福岡県北部の遠賀
お ん が

川流域に開発された，明治中期から昭和２０年代にかけて，我が国最

大の炭田であった筑豊炭田の遺跡群である。炭鉱経営は中央財閥，筑豊地方の有力者，小

坑主によるものであった。筑豊炭田は明治３０年（１８９７）には全国産出量の５０％を

超え，昭和１５年（１９４０）を出炭量のピークとしてその後は漸減し，昭和４８年（１

９７３）までに閉鎖となった。三井田川鉱業所伊田坑跡は，筑豊最大規模を誇った炭坑跡

で明治４３年（１９１０）築の竪坑櫓１基と，炭坑節でも唄われた明治４１年（１９０８）

築の煉瓦煙突２基が残存し，竪坑の巻上機室や汽缶場の基礎などが確認された。目尾炭坑

跡は杉山
すぎやま

徳
とく

三郎
さぶろう

が明治１４年（１８８１）に筑豊で初めて蒸気機関による排水に成功した

遠賀川沿岸の炭坑で，杉山が排水に成功した竪坑を覆うコンクリート製蓋や煙突基礎など

を確認した。明治４３年に完成した旧筑豊石炭鉱業組合直方会議所には，筑豊の炭坑経営

者たちが集まり，採炭制限や保安対策などについて議論した。同組合の救護練習所模擬坑

道は，大正９年（１９２０）に設置された煉瓦造と鉄筋コンクリート造のアーチ型の練習

坑道で，炭坑の深部掘削を背景とした爆発事故に対応して作られたものである。石炭業を

採炭，運搬，労働環境など多岐の面より理解する上で重要である。 

 

８ 下藤
しもふじ

キリシタン墓地
ぼ ち

【大分県臼杵市】 

戦国末期から江戸時代に形成された，当時の下藤村に居住していた多数のキリシタンを

埋葬する墓地である。大野川支流の野津
の つ

川左岸の尾根上に位置する。臼杵市教育委員会に

よる発掘調査で南北３５ｍ，東西１８ｍの範囲で６６基のキリシタン墓，小規模な礎石建
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物，道路跡が確認された。墓は未加工の石を配置したものと中世石造物の転用材を配置し

たものがある。墓坑内からは鉄釘や頭骨が見つかり長方形の木棺墓であると判断され，伸

展葬であったと考えられる。大友
おおとも

義
よし

鎮
しげ

が天正６年（１５７８）にキリシタンに改宗する前

後から，豊後国野津でもイエズス会士によって布教がなされ，数千人のキリシタンが誕生

していったと記録される。フロイスの『日本史』にはリアンは天正７年（１５７９）頃に

自分の屋敷地に教会を建て，その上方の山にキリシタンの墓地を作ったと記されているが，

検地帳や字図の分析からリアンの屋敷地の場所が下藤村内に推定されており，その西方の

山にある本遺跡がリアンの作った墓地と考えられる。地上・地下遺構が良く残存している

キリシタン墓地であり，かつ，造立した人物や背景が明確な墓地として他に例がなく貴重

であり，キリスト教受容のあり方を考える上で重要である。 

 

９ 弁之御嶽
び ん ぬ う た き

【沖縄県那覇市】 

琉球王国の時代，国王の健康や国家安穏の祈願等，国家祭祀の聖域として位置付けられ，

国王自らの参拝や，代参が行われた拝所の一つである。弁ヶ嶽
べんがだけ

ともいい，那覇市首里の東

端，首里
し ゅ り

城跡
じょうあと

の東方約１㎞にある標高１６５．６ｍの丘陵に所在する。東西に走る道路を

境に北側の大嶽
うふたき

と南側の小嶽
こ た き

に分かれる。「神仙来賁降遊之霊地
しんせんらいひこうゆうのれいち

」として，国王から民衆に

至るまで「泰山北斗」のように仰ぎ尊び，多くの人々が参詣する御嶽とされた。正徳１４

年（１５１９）には，後に沖縄戦で大破する石門が建立され（『球
きゅう

陽
よう

』），嘉靖２２年（１

５４３）には参道を石敷道に改修し，沿道に松を植える整備が行われた（『国王頌
こくおうしょう

徳
とく

碑
ひ

』）。

大嶽の神名は，「玉ノミウヂスデルカワノ御イベヅカサ」，小嶽の神名は「天子
て だ こ

」とされる

（『琉 球
りゅうきゅう

国
こく

由来記
ゆ ら い き

』）。小嶽には「天子」を拝む御拝所があり，その側には斎場
せいふぁ

御嶽
う た き

の遥拝

所も設けられていた。１８世紀代には首里城の風水上重要な場所であると認識されて松の

植樹が行われ，「冕嶽積翠
べんがくせきすい

」と称される景勝地ともなった。平成２５年度には那覇市が記録

に残る大嶽の拝殿跡を発掘して石敷遺構を検出する等，遺構が良好に遺存することを確認

した。琉球における祭祀の在り方と，その歴史的変遷を理解する上で重要である。 

 

 

《名勝の新指定》４件 

 

１ 白山公園
は く さ ん こ う え ん

【新潟県新潟市】 

新潟市の市街地中心部に位置する。新潟総鎮守白山神社に隣接し，元々は白山神社の
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境内地であった。 

明治５年（１８７２）に県令として着任した楠
くす

本
もと

正
まさ

隆
たか

によって造営が開始されたこの

地は，信濃川越しに弥
や

彦
ひこ

山
やま

や角
かく

田
だ

山
やま

，越後山脈を望む景勝地であり，以前から白山
はくさん

祭
まつり

な

どでにぎわう新潟町民の行楽の場でもあった。明治６年（１８７３）に国内最初の都市

公園の一つとして認可され，人々の憩いの場，集会等の場として利用されてきた。 

東に「瓢
ひょう

箪
たん

池
いけ

」，西に「蓮
はす

池
いけ

」が造られ，瓢箪池と蓮池の間には明治１１年（１８７

８）に明治天皇の新潟県巡幸に合わせて造られた「美
み

由
ゆ

岐
き

賀
が

岡
おか

」という築山がある。随

所に景石や石燈籠を設置しているほか，造営の由来を示す「新潟遊園碑」をはじめ，多

くの石碑が建つ。また，マツ類，ウメを中心に，ツツジ類，フジ等の樹木が植えられて

いる。 

白山公園は明治初期に造られ，その後空間構成を大きく変えることなく，現在まで維

持されており，日本公園史における学術上の価値，観賞上の価値が高いことから，名勝

に指定し保護するものである。 

 

２ 宇治山
う じ や ま

【京都府宇治市】 

宇治川が峡谷から出て氾濫原低地を形成する地域は，往古より交通の要衝をなし，平安

時代に貴顕の別業が数多営まれて以来，優れた名勝地として広く知られてきた。宇治山

は，その谷口を巡って峰を連ねる仏
ぶっ

徳
とく

山
さん

，朝日山
あさひやま

などを含む丘陵地の総称である。 

古来より数多くの秀歌が詠み継がれ，『古今和歌集』（１０世紀初頭）に収められ，『小

倉百人一首』にも選ばれた喜
き

撰
せん

法師の有名な「わが庵は都のたつみ然
し

かぞすむ世をうぢ山

と人はいふなり」をはじめとして，『新古今和歌集』（１３世紀初頭）に収められた藤原

公
きん

実
ざね

の「ふもとをば宇治の川霧たちこめて雲居に見ゆる朝日山かな」など，名勝地たる基

層を育んできた。１４世紀以降には紀行文・地誌等にも数多く取り上げられ，江戸時代後

期から近代にかけては，『宇治名所古跡之繪圖』（江戸末期）などに見られるように，北

西方から宇治橋を左中ほど手前に，平等院を右下に宇治山を鳥瞰する図郭で紹介されるこ

とが広く普及し，名勝地たる宇治の枢要を成した。 

そのうち，今般は，宇治川右岸の仏徳山，朝日山，二子山に，興
こう

聖
しょう

寺
じ

，宇
う

治
じ

上
がみ

神
じん

社
じゃ

，

宇
う

治
じ

神
じん

社
じゃ

，恵
え

心
しん

院
いん

の境内地などを含む範囲を名勝に指定し保護するものである。 

 

３ 中山仙境
なかやませんきょう

（夷谷
えびすだに

）【大分県豊後高田市】 

国東半島の北西部，北に向かって流れる竹田川の中流域に所在し，東
ひがし

夷
えびす

と西
にし

夷
えびす

の２
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つの谷からなる一帯の地域の総称で，その間にある独特な岩峰群からなる丘陵は中
なか

山
やま

仙
せん

境
きょう

と呼ばれている。 

１２世紀に六郷山寺院群の中山本寺
なかやまほんじ

のひとつ夷
えびす

石
いわ

屋
や

の広大な境域として拓かれたこの

地域は，江戸時代初期には衰微したが，１８世紀以降，地元民の尽力によって回復し，文

政２年（１８１９）には国学者・高
たか

井
い

八
やつ

穂
ほ

が８つの優れた情景を見出し，和歌を添え「夷

谷八景」を称えた。 

中山仙境の風致景観は，尾根線上に連なる岩峰群によって特徴付けられ，最高所となる

高
たか

城
じょう

の頂部からは，岩林ともいうべき風景を周囲に臨み，遠く北東方には周防灘をも一

眸に収め，展望の枢要を成す。東夷には，夷
えびす

山
さん

霊
れい

仙
せん

寺
じ

，夷山実
じっ

相
そう

院
いん

，六
ろく

所
しょ

神
じん

社
じゃ

の古刹が

連担し，西夷には，線
せん

彫
ぼり

板
いた

碑
び

や梅ノ木磨崖仏などが中世以来の夷谷の信仰を伝える。東

夷・西夷ともに，大きく縦に割れ目の入った 兄
きょう

弟
だい

割
わり

石
いし

と呼ばれる巨石があり，中山仙境

を挟んで相互の強い結び付きを窺わせる。 

古代以来の夷石屋に起源し，屹立した岩峰群の連なりは東夷と西夷の双方に臨んで優れ

た風致景観を固有に特徴付けているものであり，名勝に指定し保護するものである。 

 

４ 文殊耶馬
も ん じ ゅ や ば

【大分県国東市】 

国東半島の北東部，東に向かって流れる富
とみ

来
く

川
がわ

の源流域に所在し，文殊山の中腹に位置

する峨
が

眉
び

山
さん

文
もん

殊
じゅ

仙
せん

寺
じ

の境内地を中心として奇岩・岩峰群が 峭
しょう

立
りつ

する風景である。 

「紙
し

本
ほん

著
ちゃく

色
しょく

文
もん

殊
じゅ

仙
せん

寺
じ

境
けい

内
だい

図
ず

」（１８世紀初頭）には，西方の文殊山頂を大嶽として最

奥部に置き，並び立つ岩峰群に清
きよ

滝
たき

観音，紫
し

竹
ちく

観音，廣
ひろ

多
た

阿弥陀，竹
たけ

堂
どう

観音などが連なる

様子のほか，本堂や背後の文殊岩，諸堂宇・塔頭の配置などが精緻に描かれ，北方を巡る

牛
ぎゅう

角
かく

，塀
へい

岩
いわ

，笠
かさ

岩
いわ

，そして，境内正面の東方に大
おお

ブク・小
こ

ブク，エボシ岩などの岩峰群な

どをも含めた広大な境域が示されている。 

江戸時代中期の思想家・三
み

浦
うら

梅
ばい

園
えん

（１７２３～１７８９）は，天明５年（１７８５），文

殊山に登ってその情景に深く感銘を受け，「眉の山集」（享和２年＜１８０２＞）において，

獅
し

子
し

窟
くつ

，甘
かん

露
ろ

門
もん

，指
し

月
げつ

亭
てい

，華
か

鯨
げい

楼
ろう

，小
お

角
づぬ

祠
ほこら

， 龍
りゅう

王
おう

祠
ほこら

，仙
せん

人
にん

掌
しょう

，天
てん

女
にょ

洞
どう

，十
じゅう

里
り

嶂
しょう

，濯
たく

花
か

渓
けい

，聴
ちょう

猿
えん

巌
がん

，霊
れい

鷲
しゅう

巌
がん

，小
おど

門
むれ

山
さん

，玉
ぎょく

女
じょ

島
じま

からなる「峨
が

嵋
び

山
さん

十
じゅう

四
し

境
きょう

」を定めた。それら

は，『大分縣社寺名勝圖録』（１９０４）にも示され，近代においても古刹の枢要として

普及していたことを窺える。 

古代以来の山岳寺院を中心とした奇岩・岩峰群からなる優れた風致景観で，近世・近代

に見出された勝地の風情を今によく伝えることから，名勝に指定し保護するものである。 
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《天然記念物の新指定》 １件 

 

１ 養老
ようろう

川
がわ

流域
りゅういき

田淵
た ぶ ち

の地磁気
ち じ き

逆転
ぎゃくてん

地層
ち そ う

【千葉県市原市】 

養老川が房総丘陵を侵食して露出した，第四紀前期更新世と中期更新世境界付近の砂

泥質の地層（上総層群
かずさそうぐん

国本層
こくもとそう

）で，地球磁場の逆転現象の記録を良好に保存している。

千葉県市原市田淵の養老川本流及びその支流では，砂泥層を主体として何枚かの火山灰

層を挟み，層厚約６０ｍが露出し，現在の御嶽山付近から飛来・堆積した白尾
びゃくび

火山灰層

（Ｂｙｋ－Ｅ）の付近で，地磁気の逆転が確認された。加えて，白尾火山灰層の噴出年

代は約７７万前と決められた。火山灰層と地磁気逆転が確認された地層が極めて隣接し

ていること，前期更新世と中期更新世の境目は松山逆磁極期と現在の磁極期（ブリュン

ヌ正磁極期）との境界付近と定義されていることなどを踏まえれば，噴出年代と地磁気

逆転の年代は誤差の範囲で一致すると考えられ，得られた年代は地磁気の逆転だけでな

く地質時代境界の年代を特定するためにも意義がある。これらの一連の地層が露頭面上

で容易に観察でき，火山灰層によって視覚的に確認可能でかつ年代が確認されている場

所は他に例がなく，学術上極めて価値が高い。 

 

 

《特別史跡の追加指定》 ２件 

 

１ 藤原
ふ じ わ ら

宮跡
きゅうせき

【奈良県橿原市】 

持統天皇８年（６９４）から和銅３年（７１０）まで営まれた古代の都城跡。藤原京跡

の中心部に位置し，約１ｋｍ四方の区画内に内裏・大極殿，役所群が建てられた。北端部

や南西部等で条件の整った部分を追加指定する。 

 

 

２ 熊本城跡
くまもとじょうあと

【熊本県熊本市】 

天正１６年（１５８８）入城の加藤清正が築城した平山城で，加藤氏改易後は細川氏の

居城。本丸，二ノ丸があり，宇土櫓をはじめ，多くの建物が現存する。上に上がる程そり

上がる高石垣も特徴。桜の馬場地区と総構に位置する高麗門・御成道跡を追加指定する。 
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《史跡の追加指定及び名称変更》 ２件 

 

１ 百舌鳥古墳群 

いたすけ古墳
こ ふ ん

 

長塚
ながつか

古墳
こ ふ ん

 

収塚
おさめづか

古墳
こ ふ ん

 

塚廻
つかまわり

古墳
こ ふ ん

  

文珠塚
も ん じ ゅ づ か

古墳
こ ふ ん

 

丸保山
ま る ほ や ま

古墳
こ ふ ん

 

乳
ちの

岡
おか

古墳
こ ふ ん

 

御廟
ごびょう

表
おもて

塚
づか

古墳
こ ふ ん

 

ドンチャ山
やま

古墳
こ ふ ん

 

正楽
しょうらく

寺
じ

山
やま

古墳
こ ふ ん

 

鏡
かがみ

塚
づか

古墳
こ ふ ん

 

善右ヱ門
ぜ ん え も ん

山
やま

古墳
こ ふ ん

 

銭
ぜに

塚
づか

古墳
こ ふ ん

 

グワショウ坊
ぼう

古墳
こ ふ ん

 

旗
はた

塚
づか

古墳
こ ふ ん

 

寺山
て ら や ま

南山
みなみやま

古墳
こ ふ ん

 

七観音
し ち か ん の ん

古墳
こ ふ ん

 

御廟山
ごびょうやま

古墳内
こふんない

濠
ごう

 

【大阪府堺市】 

 ↑ 

（旧名称） 

百舌鳥
も ず

古墳
こ ふ ん

群
ぐん

 

いたすけ古墳
こ ふ ん

 

長塚
ながつか

古墳
こ ふ ん

 

収塚
おさめづか

古墳
こ ふ ん

 

塚廻
つかまわり

古墳
こ ふ ん

 

文珠塚
も ん じ ゅ づ か

古墳
こ ふ ん
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丸保山
ま る ほ や ま

古墳
こ ふ ん

 

乳
ちの

岡
おか

古墳
こ ふ ん

 

御廟
ごびょう

表
おもて

塚
づか

古墳
こ ふ ん

 

ドンチャ山
やま

古墳
こ ふ ん

 

正楽
しょうらく

寺
じ

山
やま

古墳
こ ふ ん

 

鏡
かがみ

塚
づか

古墳
こ ふ ん

 

善右ヱ門
ぜ ん え も ん

山
やま

古墳
こ ふ ん

 

銭
ぜに

塚
づか

古墳
こ ふ ん

 

グワショウ坊
ぼう

古墳
こ ふ ん

 

旗
はた

塚
づか

古墳
こ ふ ん

 

寺山
て ら や ま

南山
みなみやま

古墳
こ ふ ん

 

七観音
し ち か ん の ん

古墳
こ ふ ん

 

大阪湾に面した台地上に所在する４世紀後半から６世紀前半にかけての超巨大前方後円

墳から小円墳等で構成される。列島の古墳時代を考える上で重要な古墳群。現在１７基が

史跡に指定されている。今回，５世紀前半と考えられる御廟山古墳の周濠部分を追加指定

し，名称を変更する。 

 

２ 伊予
い よ

遍路
へ ん ろ

道
みち

 

観自在寺
か ん じ ざ い じ

道
みち

 

稲荷
い な り

神社
じんじゃ

境内
けいだい

及
およ

び龍光寺
りゅうこうじ

境内
けいだい

 

仏
ぶつ

木
もく

寺
じ

道
みち

 

横
よこ

峰
みね

寺
じ

道
みち

 

横
よこ

峰
みね

寺
じ

境
けい

内
だい

 

三角寺
さんかくじ

奥之院
おくのいん

道
みち

 

【愛媛県南宇和郡愛南町・宇和島市・西条市・四国中央市】 

    ↑ 

  （旧名称） 

伊予
い よ

遍路
へ ん ろ

道
みち

 

稲荷
い な り

神社
じんじゃ

境内
けいだい

及
およ

び龍光寺
りゅうこうじ

境内
けいだい

 

仏
ぶつ

木
もく

寺
じ

道
みち
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横
よこ

峰
みね

寺
じ

道
みち

 

横
よこ

峰
みね

寺
じ

境
けい

内
だい

 

三角寺
さんかくじ

奥之院
おくのいん

道
みち

 

伊予国（愛媛県）に所在する四国八十八箇所霊場をめぐる遍路道。今回，第三十九番札

所延光寺から土佐（高知県）・伊予国境の松尾峠を経て第四十番観自在寺に至る観自在寺道

のうち，国境より伊予側約１．５㎞分を追加指定し，名称を変更する。 

 

 

《史跡の追加指定及び一部解除》１件 

 

１ 石清尾山
い わ せ お や ま

古
こ

墳
ふん

群
ぐん

【香川県高松市】 

香川県中央部の瀬戸内海に近い山塊に立地する古墳時代前期の積石塚前方後円墳，積石

塚双方中円墳等１０基で構成される。古墳の成立を考える上で重要な古墳群。今回，既指

定地で錯誤のあった３基の古墳の一部の指定を解除し，新たに内容が明らかとなった積石

塚４基を含む７基を追加指定する。 

 

 

《史跡の追加指定》２４件 

 

１ 阿津賀
あ つ か

志山
し や ま

防塁
ぼうるい

【福島県伊達郡国見町】 

文治５年(１１８９)の源頼朝軍の奥州遠征に備えて奥州藤原氏方が造営した防御施設。

阿津賀志山中腹から阿武
あ ぶ

隈川
くまがわ

にかけての約３．２ｋｍにわたり築かれ，当時の土木技術や

防御思想を知る上で重要。条件が整った部分を追加指定する。 

 

２ 箕輪城跡
み の わ じ ょ う あ と

【群馬県高崎市】 

群馬県の榛名山東南麓に広がる独立丘陵上に位置する城跡。１５００年頃に有力国人の

長野氏により築城され，永禄９年(１５６６)に落城後，武田氏，織田氏，北条氏，徳川氏

によって利用された。本丸，二ノ丸，郭馬出などがあり，今回は新曲輪を追加指定する。 

 

３ 埼玉古墳群
さ き た ま こ ふ ん ぐ ん

【埼玉県行田市】 

８基の前方後円墳と，１基の大型円墳からなる古墳群。前方後円墳はいずれも特徴的な
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方形の二重周濠を持ち，古墳時代中期末以降の地域における首長墓築造の実態を良好に示

す。墳長６６．４ｍの前方後円墳である奥の山古墳の周濠部分を追加指定する。 

 

４ 真福寺
しんぷくじ

貝塚
かいづか

【埼玉県さいたま市】 

北西部の低湿地に向けて開口部を有する東西１６０ｍ，南北１８０ｍの半円形の盛土遺

構を持つ，縄文時代後晩期の集落遺跡であり，北東部には地点貝塚が分布する。今回，条

件の整った部分を追加指定する。 

 

５ 里見
さ と み

氏
し

城跡
しろあと

 

稲村
いなむら

城跡
じょうあと

 

岡本
おかもと

城跡
じょうあと

 

【千葉県館山市・南房総市】 

房総半島南部を治めた戦国大名里見氏の拠点となった城跡群。稲村城跡は１６世紀前半

に義通が，岡本城跡は１６世紀後半に義頼が居城とした。今回，岡本城跡のうち湊として

機能したと推定される入江の南端域の平坦部を追加指定する。 

 

６ 武蔵府中熊野神社古墳
む さ し ふ ち ゅ う く ま の じ ん じ ゃ こ ふ ん

【東京都府中市】 

立川段丘面上に立地する，７世紀中葉に築造された上円下方墳。１段目は一辺３２ｍ，

２段目は一辺２３ｍ，３段目は径１６ｍで，２段目と３段目に葺石を施す。７世紀におけ

る武蔵を代表する首長墓であり，古墳時代終末期の墓制を示す重要な事例。 

 

７ 深大寺
じんだいじ

城跡
じょうあと

【東京都調布市】 

１５世紀末及び１６世紀前半の戦国時代，扇 谷
おうぎがやつ

上杉
うえすぎ

氏
し

の拠点として機能した城跡。扇

谷上杉氏系の築城技術を残す城跡として希少で，土塁・空堀等が良好に残る。今回，第２

郭虎口
こ ぐ ち

周辺部，第３郭虎口・空堀の隣接地点等を追加指定する。 

 

８ 小田原城跡
お だ わ ら じ ょ う あ と

【神奈川県小田原市】 

伊勢宗
い せ そ う

瑞
ずい

（北条
ほうじょう

早
そう

雲
うん

）が攻略し，小田原北条氏代々の手で関東支配の拠点として整備・

拡張がなされた城跡。近世には有力譜代大名が配された。本丸，二ノ丸，八幡山古郭，三

ノ丸，総構などから構成される。今回，総構の小峯御鐘ノ台大堀切東堀の一部を追加指定

する。 
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９ 橘樹官衙遺跡群
た ち ば な か ん が い せ き ぐ ん

【神奈川県川崎市】 

７世紀後半における 評
ひょう

の役所の可能性がある建物の出現から，郡家の成立及び廃絶に

至るまでの経過をたどることができる希有な遺跡。７～１０世紀の地方拠点の実態とその

推移を知る上で重要。今回，条件が整った部分を追加指定する。 

 

10 旧
きゅう

新潟
にいがた

税関
ぜいかん

【新潟県新潟市】 

安政五か国条約に基づき明治元年（１８６９）開港した新潟に置かれた運上所（税関）

で，明治２年建築の庁舎が現存する。我が国近代の外交・貿易を知る上で貴重。今回，荷

揚場遺構，造成盛土に伴う地業と考えられる遺構が見つかった部分を追加指定する。 

 

11 美濃国府跡
み の こ く ふ あ と

【岐阜県不破郡垂井町】 

濃尾平野西端に位置する，古代美濃国の中心となった官衙遺跡。美濃国は三関の一つで

ある不破関を管轄する重要国。正殿や東西脇殿の検出された国庁跡，東方官衙跡，国庁南

辺から延びる南北道路跡などが検出された。条件の整った部分を追加指定する。 

 

12 尾張国分寺跡
お わ り こ く ぶ ん じ あ と

【愛知県稲沢市】 

愛知県北西部の濃尾平野中央部に所在する古代尾張国の国分寺跡。塔，金堂，講堂の位

置が確認され，寺域は東西約２２０ｍ，南北約３００ｍで出土遺物から，８世紀後半から

９世紀後半まで存続していたと考えられる。今回，既指定地の周辺部分で条件の整った部

分を追加指定する。 

 

13 平安宮跡
へいあんきゅうせき

 

内裏跡
だ い り あ と

 

朝堂院跡
ちょうどういんあと

 

豊
ぶ

楽院
らくいん

跡
あと

 

【京都府京都市】 

延暦１３年（７９４），桓武天皇が長岡京に替わる都城として造営した平安京の宮殿跡。 

天皇の居所である内裏跡，政務が執り行われた朝堂院跡，国家的饗宴が催された豊楽院跡

などからなる。今回，豊楽院の清暑堂跡の一部を追加指定する。 
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14 丹波国分寺跡附八幡神社跡
た ん ば こ く ぶ ん じ あ と つ け た り は ち ま ん じ ん じ ゃ あ と

【京都府亀岡市】 

奈良時代，聖武天皇の発願によって全国に建立された国分寺の一つ。発掘調査によって

塔跡，金堂跡，講堂跡，僧坊跡，梵鐘鋳造遺構等が見つかった。今回，既指定地沿いの地

点を追加指定する。 

 

15 古市
ふるいち

古墳
こ ふ ん

群
ぐん

 

古室山
こむろやま

古墳
こ ふ ん

 

赤面山
せきめんやま

古墳
こ ふ ん

 

大鳥塚
おおとりづか

古墳
こ ふ ん

 

助太山
すけたやま

古墳
こ ふ ん

 

鍋塚
なべづか

古墳
こ ふ ん

 

城山
しろやま

古墳
こ ふ ん

 

峯ヶ塚
みねがづか

古墳
こ ふ ん

 

墓山
はかやま

古墳
こ ふ ん

 

野中
の な か

古墳
こ ふ ん

 

応
おう

神
じん

天皇
てんのう

陵
りょう

古墳
こ ふ ん

外濠外堤
がいごうがいてい

 

鉢
はち

塚
づか

古墳
こ ふ ん

 

はざみ山
やま

古墳
こ ふ ん

 

青山
あおやま

古墳
こ ふ ん

 

蕃所山
ばんしょやま

古墳
こ ふ ん

 

稲荷塚
いなりづか

古墳
こ ふ ん

 

東山
ひがしやま

古墳
こ ふ ん

 

割塚
わりづか

古墳
こ ふ ん

 

唐櫃山
からとやま

古墳
こ ふ ん

 

松川塚
まつかわづか

古墳
こ ふ ん

 

浄元寺
じょうがんじ

山
やま

古墳
こ ふ ん

 

【大阪府藤井寺市・羽曳野市】 

大阪府の東南部に所在する４世紀後半から６世紀中葉にかけて形成された，巨大前方後

円墳から小型の円墳・方墳等で構成される。列島の古墳時代を考える上で重要な古墳群。

現在２０基が史跡に指定されている。今回，墓山古墳のなかで条件の整った部分を追加指
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定する。 

 

16 河内寺廃寺
か わ ち で ら は い じ

跡
あと

【大阪府東大阪市】 

生駒山地の西麓部標高２７ｍの緩傾斜地上に立地する７世紀中頃に創建され，１４世紀

に廃絶した四天王寺式伽藍
が ら ん

配置
は い ち

をとる古代寺院跡。金堂跡に西接する部分を追加指定する。 

 

17 平野
ひ ら の

塚
つか

穴山
あなやま

古墳
こ ふ ん

【奈良県香芝市】 

７世紀後半に築造された古墳。埋葬施設は玄室長３．５ｍ，玄室幅１．５ｍ，玄室高１．

７６ｍ，羨道長さ，０．９７ｍの横口式石槨で，二上山産の凝灰岩切石を用いる。大和に

おける横口式石槨を用いた古墳として，古墳時代終末期の墓制を考える上で重要。 

 

18 藤原
ふじわら

京
きょう

跡
あと

 

朱雀
す ざ く

大路
お お じ

跡
あと

 

左京
さきょう

七条一
しちじょういち

・二坊
に ぼ う

跡
あと

 

右京
うきょう

七条一坊
しちじょういちぼう

跡
あと

 

【奈良県橿原市】 

持統天皇８年（６９４）から和銅３年（７１０）まで営まれた古代の都城跡。中心にあ

る藤原宮跡は特別史跡となっている。朱雀大路跡は宮の正門である朱雀門から南へ延びる

道路跡で，それを境に西側を右京，東側を左京に区分する。今回，左京七条二坊跡で条件

の整った部分を追加指定する。 

 

19 和歌山城
わ か や ま じ ょ う

【和歌山県和歌山市】 

紀の川河口部に位置する，紀伊徳川家の居城となった平山城の近世城郭。虎伏
とらふす

山に天守

を設け，その東に本丸があり，これらの廻りに二の丸，西の丸，砂の丸，南の丸を配置し，

高い石垣と内堀で画する。砂の丸の南に位置する扇の芝の一角を追加指定する。 

 

20 山代二子塚
やましろふたごづか

【島根県松江市】 

出雲東部の意宇
お う

平野を望む茶臼山西麓に６世紀後半に築造された前方後方墳。墳長９４

ｍ，二段築成で幅５～７ｍ前後の周溝を持ち，円筒埴輪や子持壺が出土している。前方後

方墳という名称が初めて使われた古墳時代後期西日本最大級の前方後方墳で，学史的にも

極めて重要。 
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21 隠岐国分寺境内
お き こ く ぶ ん じ け い だ い

【島根県隠岐郡隠岐の島町】 

柱根を保護するための根巻瓦を有した金堂と考えられる大型の掘立柱建物と，鐘楼と考

えられる総柱建物からなる，隠岐群島の島後
ど う ご

に所在する８世紀中葉の国分寺跡。元弘の変

により後醍醐天皇が流された際の行在所としても重要。 

 

22 高松城跡
たかまつじょうあと

【香川県高松市】 

 天正１６年（１５８８），讃岐の大名となった生駒氏が築城し，寛永１９年（１６４２）

に入部した水戸徳川家初代頼房の長子・松平頼重によって改築され，以後，高松松平氏歴

代の居城となった城跡。今回，東の丸及び中堀の一部，大手下馬所跡を追加指定する。 

 

23 鬼
おに

ノ
の

岩屋
い わ や

・実相寺
じっそうじ

古
こ

墳
ふん

群
ぐん

【大分県別府市】 

別府湾に面した所に所在する古墳時代後期から終末期にかけて営まれた７基からなる古

墳群。九州的な装飾と構造を持つ横穴式石室と畿内的な構造を持つ横穴式石室が近接して

造営され，九州におけるヤマト政権の関わりを知る上で重要。今回，条件の整った部分を

追加指定する。 

 

24 斎場御嶽
せ い ふ ぁ う た き

【沖縄県南城市】 

琉球王国における最も重要な聖地。琉球の開闢
かいびゃく

神
しん

アマミクが創設した御嶽の一つとさ

れ，国王が巡幸し，聞得大君
きこえおおきみ

の御新下
お あ ら お

りも行われた。今回，御嶽に参詣する際，清めに用

いられたウローカー及び御門口
うじょうぐち

に至る参道を含む部分を追加指定する。 

 

 

《名勝の追加指定及び名称変更》 １件 

 

１ アマミクヌムイ【沖縄県国頭郡今帰仁村・南城市・浦添市・那覇市】 

    ↑ 

（旧名称） 

アマミクヌムイ（アマミクの杜
もり

） 

今
な

鬼
き

神
じん

ノカナヒヤフ（テンチジアマチジ）及びこはおの御
う

嶽
たき

（クバの御
う

嶽
たき

） 

久
く

高
だか

コハウ森
むい

（久
く

高
だか

のフボー御
う

嶽
たき

） 

調査研究により特定された１３か所１１地域のうち，既指定の３か所２地域に，「斎
せい

場
ふぁ

嶽
たき
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（斎
せい

場
ふぁ

御
う

嶽
たき

）」，「ゑぞゑぞのいしぐすく・金ぐすく（伊
い

祖
そ

グスク）」及び「弁
びん

之
ぬ

御
う

嶽
たき

」の３

か所３地域を追加し，併せて指定名称を「アマミクヌムイ」に変更する。 

 

                                  

《天然記念物の追加指定》 １件 

 

１ 猪崎
い ざ き

鼻
ばな

の堆積
たいせき

構造
こうぞう

【宮崎県日南市】 

猪崎鼻の多種多様な堆積構造・生痕化石は，深海底で地震などをきっかけに堆積した地

層の典型を良好に保存しており，当時の古環境や堆積の仕組みを知る場所として大変貴重

である。今回，条件の整った部分を追加指定する。 

  


